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クラミジア性尿道炎に対する Ofloxacin の治療効果
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   The effect of Ofloxacin administered orally 600 mg everyday for 14 days was evaluated in 20 male 

patients with Chlamydial urethritis, in whom Chlamydia was identified from urethral secretion by 
immunohistochemical technique using monoclonal primary antibody specific for all known serotypes of 
Chlamydia trachomatis and psttaci. 19 out of the 20 patients showed an improvement of subjective 
and/or objective symptoms after the treatment. The Chlamydia reaction turned to negative in 13 

patients and to (4-) in another patient. The overall clinical effect was excellent in 7, good in 6 and 
poor in 7, showing a effective rate of 65°%. No side effects were observed. 

                                                  (Acta Urol. Jpn. 34: 1687-1690, 1988)
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緒 言

近年,非 淋菌性尿道炎は次第に増加しつつあ り,そ

の約半数はクラミジア性尿道炎が占めている1).ク ラ

ミジア性尿道炎は淋菌性尿道炎に比し,潜 伏期間は長

く,発 症は緩徐で,臨 床症状 も軽度である ことが多

い.ま た無症候性感染も少なくなく,無 自覚のうちに

パートナーに新たな感染を起こして次々と広がってい

く可能性がある.

今回,わ れわれはクラミジア性尿道炎20例 に対し,

Ofloxacin(OFLX)を 投与し,そ の効果を検討 した

ので報告する。

対象および投与方法

1.対 象 患 者

1986年7月 か ら1987年10月 まで の期 間 に,京 都 府立

医科 大 学附 属 病 院泌 尿 器科 お よび済 生 会滋 賀県 病 院 泌

尿器 科 を受 診 した患 者 の うち,尿 道 炎症 状 を訴 えて,

尿道 分 泌物 ス メア よ りクラ ミジアが 検 出 され,ク ラ ミ

ジ ア性 尿道 炎 と診 断 された 症 例 を対 象 とした.症 例 数

は両 院 それ ぞ れ10例 ず つ,合 計20例 で あ った.こ れ ら

はす べ て 男性 で,年 齢21～39歳 平 均29.3歳 で あ っ

た.

2.方 法

クラ ミジ アの 検 出は,次 の ご と くして行 った.患 老

を排 尿 後仰 臥 位 と し,外 尿道 口を清 拭 した の ち,ア ル

ミ軸 性swabを6～8cm挿 入 して 尿 道粘 膜 上皮 を 擦

過 し,こ れ を ス ライ ドグ ラス上 に 塗 布 して 風 乾 し,

5分 間 メ タ ノー ル 固 定 を 行 った.そ の後,抗 ク ラ ミ

ジア モ ノク ロー ナル 抗 体 を 用 い た 酵 素 抗 体 キ ッ ト

(ChlamydiaIdentificationKit,OrthoDiagnostic

Inc.)を 使 用 し,PAP反 応 を 行 いAEC(ア ミノェ
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Fig.1。ChtamJdiainMcCoycellisdemonstrated

byPAPtechn1que.

チ ル カルバ ゾー ル)に て発 色 させ た2)第1抗 体 と し

て の抗 ク ラ ミジア モ ノ ク ロー ナ ル抗体 は,マ ウス よ り

精 製 した もので,Chtamwdiatrachomatisお よ び,C・

Psittaciに 共 通 した 抗 原に 対 す る モ ノ クロー ナル抗 体

で あ る.Fig.1にMcCoy細 胞 を用 い て培 養 した ク

ラ ミジ アのPAP反 応 陽 性所 見 を示 した.

OFLXは,1回200mg,1日3回,朝,昼,夕

食 後内服 で原 則 と して14日 間投 与 した.OFLX投 与

前 お よび投 与後 に,自 ・他 覚所 見 の評 価,尿 道 分 泌物

の クラ ミジア検 索,一 般 検 尿,尿 沈 渣.尿 細 菌培 養,

淋 菌培 養,血 液 一般,血 液生 化学 的 検査 を行 った 。 排

尿 時 痛 お よび 尿 道 不快 感 は,症 状 の な い もの(一),

軽 度 の もの(+),強 度 の もの(十),極 め て強 い もの

(冊)と して評 価 した.尿 道分 泌物 は,分 泌物 を 認 め

ない もの(一),尿 道 を し ご くと少量 の排 出 のあ る も

の(+),尿 道 を しご く と多 量 の排 出 の あ る もの(什),

自然排 出の あ る もの(辮)と して評 価 した.ク ラ ミジ

ァ検 索 にお い て,PAP反 応 陰性 の もの(一),疑 陽

性 の もの(±),陽 性 の もの(+),強 陽性 の もの

(十)と 評 価 した.尿 中 白血 球 数 は,UTI薬 効 評 価 基

準3)にi基づ き,0～4コ/hpf,5～9コ/hpf,10～29コ/hpf

30コ/hpf以 上 の4段 階 に分 類 した.

効果 判 定 は,ク ラ ミジアの消 失 に 重点 を お き,自 ・

他 覚所 見 の改 善 度 を加味 した斉 藤 の基 準4)に よって,

以下 に示 す ご と く,著 効,有 効,無 効に 分 類 した.

著 効:ク ラ ミジ ア と自 ・他 覚所 見 の消 失.

有 効:ク ラ ミジ アの消 失 お よび 自 ・他 覚 所見 の 改善

無 効:ク ラ ミジ ア消失 の み られ な か った もの.
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クラミジア性尿道炎20例 の成績は,Table1の ご

とくであった.症 例1～10は 京都府立医科大学の症例

であり,症 例ll～20は 済生会滋賀県病院の症例であ

る.ク ラミジアは全例において治療前には陽性であ

り,う ち2例 は強陽性であった.治 療後,13例 は陰性

に,1例 は疑陽性になったが,6例 は陽性であった

(Fig・2)・また,症 例17,18,20の3例 は,治 療前に

は淋菌培養も陽性であったが,治 療後はクラミジアと

ともにそれも陰性となった.

尿中白血球数,尿 道分泌物,排 尿時痛,尿 道不快感

は,い ずれも治療後に正常 となった ものが多かった

(Fig.3～6).

尿細菌培養は,治 療前後においてすぺて陰性であっ

た.

副作用は認められず,検 尿,血 液一般検査,血 液生

化学的検査において異常値は認められなかった.

20例 の総合臨床効果は,著 効7例,有 効6例,無 効

7例 で,有 効率65弩 であった.

考 察

クラ ミジ アは ・封 入 体 の性 質 とサ ル フ ァ剤 に対 す る

感受 性 の 差 とか ら,(]hlamり,diatrachomatisお よびCr
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Psittaciの2種 類 に 分 類 され る.C.Psittaciは オ ーム

病 の病 原菌 と して よ く知 られ て お り,C.trachomati∫

は,女 子 で は 子宮 内膜 炎,卵 管 炎,骨 盤 内 炎,尿 道 炎

な どの,男 子 で は尿 道 炎,副 睾 丸 炎 の原 因 と して注 目

を集 めて い る5).

クラ ミジアの 検 出に は,従 来McCoy細 胞,HeLa

229細 胞,L細 胞 に て クラ ミジ アの分 離 培 養 を行 う方

法が 用 い られ て きた た め,一 部 の施 設 で しか クラ ミジ

ア の検 出 がで きなか った.し か しな が ら最 近 では,ク

ラ ミジ アを培 養 しな い直 接 塗抹 法 や 酵素 抗体 法 の発達

に よ り,ク ラ ミジアの 検 出が 容易 か つ短 時 間 に施 行 で

きる よ うに な って きた.

今 回 私 た ちは,酵 素 抗体 法 を用 い て クラ ミジアの検

索を 行 い,20例 の クラ ミジ ア性 尿道 炎患 者 にO肌X

を投 与 した.20例 中13例 は クラ ミジ アが 陰性 化 した

が,6例 は陽 性 の ま まで あ った.こ の6例 に お いて,

そ の 自 ・他覚 所 見を 調 べ てみ る と,2例 にお い ては 自

・他 覚 所 見の 消 失を 認 め,ま た4例 に お いて は 改善 を

示 した.こ の こ とよ り,ク ラ ミジア性 尿道 炎 に おい て

は,自 ・他覚 症 状が 認 め られ な くて も治療 が 必要 で あ

り,適 宜 クラ ミジアの 検 索を 行 う必 要 が あ る と思わ れ

た.

1986年,斉 藤 ら6)は ク ラ ミジ ア 性 尿 道 炎 に 対 し

OFLXを 投 与 し,22例 中21例(93.3%)に クラ ミジ

アが消 失 した と報告 して い る.今 回私 た ち は,20例 中

13例(65%)に ク ラ ミジア の消 失を 認 め た.こ の消 失
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率 の違 い は,ク ラ ミジ アの検 出 に,斉 藤 らは クラ ミジ

ア の培 養 法を 用 い,一 方私 た ち はPAP法 を 用 い た

点 にあ る のか も知 れ な い.

OFLXは キ ノ リン カ ル ボ ン酸系 薬 剤 の な か で は

MIC(minimalinhibitoryconcentration)お よび

MLC(minimallethalconcentration)が0.78～

1.56μg/ln1と 低濃 度 で あ る7),ま た今 回,65%の 有効

率 を示 した こ と,副 作用 を 認 め なか った こ とを 考 えあ

わ せ る と,OFLXは ク ラ ミジア性 尿道 炎 の 治療 に 期

待 の もて る薬 剤 で あ る と思 わ れ た.

結 語

1)ク ラ ミジア性尿道炎20例 に対しOFLXを 投与

した結果,有 効率6596の 総合臨床効果が得られた.

2)ク ラ ミジア性尿道炎が疑われる場合には,症 状が

なくても,ク ラミジアの検索を行 う必要があると思わ

れた.
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